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※東海発電所：廃止措置中 東海第二発電所：定期事業者検査中 

 

発行日：不適合事象やＣＲが発行された日 

  区分 ：不適合事象の区分、ＣＲの場合は「－」を表示する 

      （不適合事象の一部区分の無いものは「－」と表示する） 

 

  影響度等のレベル区分： 

  原子炉施設の設備・機器における不適合事象および人的不適合事象について、原子力安全に 

対する影響が大きい順にレベル４、レベル３、レベル２、レベル１、に区分 

事象 グレード 事象の程度 

不適合事象 

レベル４（Ｌ４） 原子力安全に対する影響が大きい事象 

レベル３（Ｌ３） 原子力安全に対する影響が比較的大きい事象 

レベル２（Ｌ２） 原子力安全に対する影響が軽微な事象 

レベル１（Ｌ１） 原子力安全に対する影響がない事象 

不適合未満の事象 （－） 不適合未満の事象 

 

No 発行日 発電所※ 件名 事象 区分 

1 6 月 

3 日 

東海第二 非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

発電機２Ｄ室に

おけるわずかな

雨水浸入 

2026 年 6 月 3 日、運転員の巡視におい

て、非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機２Ｄ室（非管理

区域）の床に約 2m×1m、深さ約 1mm のた

まり水を確認した。 

周囲の状況を調べたところ、近くに水

を通す配管はなく、壁面の一部からわず

かな雨水の浸み込みがあることを確認し

た。 

確認された雨水は速やかにふき取りを

行い、雨水の浸み込みがあった箇所につ

いては防水テープによる仮補修を行うと

ともに、周囲の養生を実施した。 

今回の事象による非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

２Ｄへの機能及び運転への影響は無いこ

とを確認している。 

今後、雨水の浸み込みがあった箇所に

ついて止水補修を行う。 

なお、本事象は建物の防水性能に関す

る局所的な事象であり、耐震性に影響を

及ぼすものではない。 

（6月 3日発行、6月 10日区分確定） 

Ｌ１ 


